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大恩寺王子神社子ども相撲大会
国東町

　８月14日㈫午後１時30分から大恩寺の王子神社で、
お盆の恒例行事となっている「秦文蔵翁銘石祭・子ど
も相撲大会」が行われました。
　江戸時代から明治時代にかけて、この地区の築堤や
水路の完成などに奔走した秦文蔵翁の功績をたたえる
ため、大正はじめから区民の総意で「銘石祭」が行われ
るようになり、文蔵翁が殊のほか愛した村相撲が今日
まで続けられています。
　今年は、地区の住民やお盆で帰省中の皆さんが、炎
天下の土俵で繰り広げられる豆力士の力相撲に、大き
な声援を送りました。

第19回 ふるさとふれあい広場
ラブリバーＡＫＩ川遊びフェスティバル

安岐町

　8月16日㈭、安岐川中園河川敷で「素足で川遊びを
しよう！」をテーマに、安岐川を素足で歩く会（徳部
伝造会長）主催による、いかだレースや鮎のつかみ取
りが行われました。
　お盆にふるさとに帰省した皆さんをはじめ市内外か
ら子どもから高齢者まで多くの皆さんが参加しました。
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第６回 くにさき演劇祭開催
　「第６回くにさき演劇祭」が、
８月25日㈯・26日㈰の２日間行
われました。開会式で宮永英次実
行委員会会長、野田侃生市長が「“愛される演劇祭、
楽しんでもらえる演劇祭、待ち望まれる演劇祭”づく
りをめざして頑張ります。」とあいさつ。25日には、
英ちゃん劇団（国東町）、26日は、国見田舎歌舞伎
（国見町）が上演し、客席から大きな拍手が送られま
した。
　上演に先立ち、県南落語の泥谷玄生さん（25日）、
安東時男さん（26日）の落語も披露されました。
　また、26日にはマルチホールで「子どもフェア」
が行われ、くにさき図書館の読み聞かせボランティア
「おはなしどーなっつ」の皆さんによる大型紙芝居や
パネルシアター、クイズやゲームなどで、会場に集ま
った子どもたちは楽しいひとときを過ごしました。

輸送艦くにさき
　８月26日㈰・27日㈪の２日間、海上自衛隊の輸送
艦くにさきが国東市に寄航しました。今回の寄航
は、平成16年11月以来２回目となります。
　26日には、輸送艦くにさきのファンクラブ「WE 
LOVE くにさきクラブ」（竹永八幡郎代表）主催の
歓迎レセプションが行われました。また、27日に
は、市内外から約160名が参加して「くにさき」の
艦内見学会が開催されました。
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僧清虚の遺徳を偲んで盛大に盆踊り大会
国見町

　８月21日㈫午後５時から、国見町権現崎にある僧清
虚（1777～1850）の石像の前で、国見町僧清虚顕彰
会（中田博之会長）の主催による供養祭が盛大に行わ
れました。
　この日の供養祭には、同・門司顕彰会からも、永
木睦文会長ほか大勢の会員の皆さんが参列し、読経
の後、出席者全員が焼香をして僧清虚の遺徳を偲び
ました。
　この後、国見保健福祉センターに会場を移して、野
田侃生市長、北九州市観光協会の皆さんなどが参加し
て交流会が行われました。午後８時からは、同センタ
ー駐車場で多くの市民の皆さんが参加して、盛大に供
養盆踊り大会が行われにぎわいました。
　僧清虚は、縁あって1833年から17年間、一日も休
むことなく門司の海の難所で毎夜海上安全と通峡船目
標のために火焚を行いました。門司上白野江地区（清
福寺）を中心に、小倉藩の時代からこの遺徳は語り継
がれることとなり、現在に至るまで毎年、清虚祭りと
して盆踊りをしてその像を仰いでいます。（「国見物
語」第１巻）

第７分団旗の保存額が完成
国東町

　国東町消防団第７分団旗額完成式並びに祝賀会が、
７月29日㈰午後６時から、豊崎地区公民館で開催さ
れました。
　同地区では、合併に伴う消防団組織再編で役目を終
えた分団旗を後世まで残そうと保存会を結成し、豊崎
地区公民館に保存用の額を設置。この日は、地元区長
や同地区の消防団員（現役・ＯＢ）、消防署員約70名
が参加し、額の完成を祝いました。
　第７分団旗保存会の永松寿会長（元国東町消防団
長）の話。「消防団のシンボルである分団旗をこれか
らもずっと大切に守っていきたいと思います。」


